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基幹システムのリフォーメーション 
 

－最適策を導くための羅針盤－ 
 

アブストラクト 

 

1. 研究背景 

なぜ基幹システムのリフォーメーションが脚光を浴びているのか。その背景には、企業の再編成や事

業変化に伴い、「基幹システムに対する要件が多様化してきたこと」が挙げられる。また、長年維持して

きたシステムが「複雑化」「運用負荷の増加」といった問題を抱えていることも要因と言える。 

リフォーメーションの必要性や有意性は認識していても、最適策が見つからずに現行システムを継続

利用している企業も多い。当分科会では、最適策を導くための「羅針盤」が必要と考え、研究を行った。 

 

2. 研究アプローチ 

最適策を導くには何をすべきか。まずリフォ

ーメーションの進め方を整理した(図１)。 

事例研究や当分科会での議論の結果、通常の

システム開発と同様に要件定義を確実に行うこ

とが重要であると結論に至った。           図 1 リフォーメーションの進め方 

当分科会では要件定義工程の以下 3点を柱とし具体的に研究を進めていくことにした。 

 

(1) 現行システムの問題・課題を分析し「リフォーメーション目的の明確化」を行うこと 

(2) リフォーメーション目的に沿った「最適な手法の選択」を行うこと 

(3) IT インフラの最適化を目指した「基幹システム構成案の検討」を行うこと 

 

3. 研究成果 

3.1 目的の明確化を行う「現行システム課題・要件チェックシート」 

様々な課題を抱えている企業にとって、目的を決めることは容易ではない。そこで現行システムの課

題・企業要件を客観的に分析し、真の目的を導き出す「現行システム課題・要件チェックシート」（以下

「チェックシート」）を作成した。現行システムの課題を「運用負荷・新技術・要件変化・情報活用・人・

費用・複雑化」の 7つに分類したチェックシート(表 1)と、企業要件を「企業戦略・費用・運用サービ

ス」の 3つに分類したチェックシートに回答すると、問題・課題分析チャート(図 2)に集計される。こ

の結果を分析することで、重要な課題・要件すなわち「リフォーメーション目的」が導き出せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックシートは全部で 10 シート用意している。詳しくは活用ツールを参照されたい。 

 

図 2 問題・課題分析チャート 表 1 現行システム課題チェック表（抜粋）
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3.2 目的に沿った最適な手法の選択を補助する「手法選択チャート」 

リフォーメーション目的を明確にした後、手法(リビルド、リライト、ラッピング、リホスト)の選択

を行う。4つの手法には、それぞれ一長一短があり一概にどれが良いとは言い切れず、手法選択を難し

くしている。そこでリフォーメーション目的に沿った最適な手法選択を補助する「手法選択チャート」

を 3種類作成した（図 3）。 

 

チェックシートと手法選択 

チャートの有効性を確認する 

ために当分科会メンバ企業 

3 社にて検証を行った。結果 

自社の課題を整理するには有 

効なツールである、と回答を 

得た。 

また、チェックシートの表 

記に無い課題も連鎖的に書き 

出すことができたなどの意見 

も得られ、十分有効なツール 

という検証ができた。 

               

 

3.3 IT インフラの最適化を目指した「新基幹システム構成案」 

現行システムは少なからず部分最適の観点で構築されている。そのためインフラ面において、サービ

スレベルや運用ルールが統一されていないなどの問題が顕在化してきている。これらの問題を解決する

ためには ITインフラの最適化が必要である。最適化のポイントは、複雑さを排除してシステム統合を推

進すること、業界標準の技術や製品を使用すること、標準的な開発・

運用のプロセスを構築することである。 

当分科会では新基幹システムの構成案(図4)を3パターン選出し、

11 項目で評価を行った(表 2）。また、評価結果の劣る案については

対応策の検討を行った(図 5）。評価結果だけを見ると現時点で各要

件を全て高次元で満足するシステム構成はないことが明らかになっ

た。しかし当分科会で検討した対策を実施するか、弱点を補完しあ

うシステム構成案を組み合わせることで、十分満足するシステム構

成にすることは可能である。 

 

4．まとめ 

リフォーメーションを成功に導くためには、目先の問題だけに着目してはならない。全体最適の観点で

真の問題を追求し、システム構成案を検討することが重要である。当分科会で作成した「チェックシー

ト」「手法選択チャート」「構成案評価と対策案」を活用し、基幹システムのリフォーメーションへの第

一歩を踏み出して頂きたい。 

図 3 運用サービスチャート・要件変化チャート・TCO 削減チャート 

  図 4 システム構成案                     図 5 評価と対策案（抜粋）

表 2 評価結果 


